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論  文  内  容  の  要  旨  














の政治性について ――」、第３章「NisusとEuryalusの死 ―― ドライデンのウェルギリウス翻訳の一面 ――」、
第４章「ドライデンのホラーティウス翻訳―― Epode, II の場合 ――」、第５章「ドライデンの「ボーシスとフ
ィリーモン」―― "nor once look backward in your Flight" の意味を巡って ――」、第６章「ヘクトールとア
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論文審査の結果の要旨及び担当者  
氏  名  （     高 谷  修      ）  
論文審査担当者 
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【論文内容の要旨】 

















































 本論文は、古典の原典に 17,18 世紀のイギリス詩人が翻訳する際にどのような変更を加えたか、もしくはどの
ような差異が見られるかを、テキストの詳細な読みにより検討しながら探り、その意味を明らかにしたものであ
る。テキストの丁寧かつ洞察に富んだ読みにより着実に論じる分析は、論者の誠実さを如実に語るもので、かつ
極めて説得的である。また文献比較にとどまらず、本論は翻訳者であるイギリス詩人の訳を、当時のイギリス文
学、および政治・文化的文脈の中に位置づけている。例えばドライデンのウェルギリウス翻訳についてみれば、
彼は逐語訳をめざしたわけではないと指摘される。この時期は政治的には不安定で、そのような「時代」の影響
が彼の翻訳に反映していて、執筆当時のドライデンの個人的な事情や感懐、また当時の政治状況が巧みに書き込
まれるとする。だが時代の影響を反映させながらも、ドライデン翻訳にはそのような時代の桎梏を超え、単なる
翻訳を超える創造性が認められる。先行研究では政治家のお抱え詩人としか捉えられていなかったドライデン観
への重要な変更を迫る点で、本論は高く評価される。ただ、本論文に問題がないわけではなく、古典詩とイギリ
ス詩人のその翻訳の違いを指摘しながらも、その意味について分析が十分論じきれていない場合がある。しかし、
その点は本論文の価値を損なうものでは決してなく、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
